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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 15,449 23.6 810 115.5 881 99.6 547 76.6
25年3月期第1四半期 12,502 3.2 376 258.0 441 151.7 309 ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 706百万円 （132.9％） 25年3月期第1四半期 303百万円 （387.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 18.86 ―
25年3月期第1四半期 12.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 45,370 15,454 33.8 528.96
25年3月期 44,259 15,037 33.8 514.91
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  15,349百万円 25年3月期  14,941百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 32,000 28.3 1,900 136.7 2,000 113.6 1,150 69.2 39.63
通期 61,000 16.1 3,100 61.9 3,300 52.3 1,900 △5.5 65.48



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 29,751,292 株 25年3月期 29,751,292 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 733,242 株 25年3月期 733,242 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 29,018,050 株 25年3月期1Q 25,418,050 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、日銀の量的金融緩和と政府の財政出動を受けて、輸出が堅調

に推移するなか個人消費が持ち直すなど、景気回復への期待感が出てきましたが、本格的な回復には至りませんで

した。 

 当社グループが主として属するコンクリートパイル業界も、公共工事の需要は増加したものの、民間工事への波

及には至らず、全体としては若干の増加に留まりました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは引き続き総合基礎建設業の根幹である施工部門の品質向上、人材育

成、営業部門における最適設計提案等に地道に注力してまいりました。これらの効果が市場に着実に浸透してきた

ことにより、コンクリートパイルに加え、鋼管杭、場所打ち杭の受注も増加し、売上高は154億49百万円（前年同

四半期比23.6％増）と前年同期を上回る増収になりました。利益面では、比較的工事粗利益率の高い中小型物件が

引き続き堅調に推移したことと、最適生産体制定着化に伴う工場部門の効率化の定着により、営業利益は８億10百

万円（同115.5％増）、経常利益は８億81百万円（同99.6％増）、四半期純利益は５億47百万円（同76.6％増）と

なりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ11億10百万円増加し、453億70百万円と

なりました。主な要因は、現金及び預金が５億89百万円減少しましたが、受注高増加に伴って受取手形及び売掛金

が13億58百万円、未成工事支出金が３億47百万円それぞれ増加したことなどによるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ６億93百万円増加し、299億16百万円となりました。主な要因は、借入金

及びリース債務が返済などにより５億64百万円減少しましたが、売上債権等の増加と同じく受注高に連動してファ

クタリング未払金が７億円、支払手形及び買掛金が３億80百万円それぞれ増加したことなどによるものでありま

す。 

 純資産については、四半期純利益計上による増加５億47百万円、配当金の支払いによる減少２億90百万円などの

結果、前連結会計年度末に比べ４億16百万円増加し154億54百万円となりました。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想を修正い

たしました。詳細につきましては、本日（平成25年７月31日）公表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,463 5,874

受取手形及び売掛金 16,591 17,950

未成工事支出金 2,838 3,186

商品及び製品 2,796 2,815

原材料及び貯蔵品 515 526

その他 1,102 1,065

貸倒引当金 △7 △8

流動資産合計 30,301 31,409

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,980 3,980

その他（純額） 5,917 5,797

有形固定資産合計 9,898 9,777

無形固定資産   

のれん 12 11

その他 368 354

無形固定資産合計 380 365

投資その他の資産   

その他 3,911 4,051

貸倒引当金 △233 △233

投資その他の資産合計 3,677 3,818

固定資産合計 13,956 13,960

繰延資産 1 0

資産合計 44,259 45,370
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,713 7,093

ファクタリング未払金 11,577 12,277

短期借入金 200 200

1年内返済予定の長期借入金 1,750 1,730

1年内償還予定の社債 70 70

未払法人税等 233 344

賞与引当金 302 260

その他 1,945 2,107

流動負債合計 22,791 24,083

固定負債   

長期借入金 2,615 2,162

退職給付引当金 336 350

役員退職慰労引当金 200 154

負ののれん 619 546

その他 2,659 2,619

固定負債合計 6,430 5,832

負債合計 29,222 29,916

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,370 3,370

資本剰余金 4,904 4,904

利益剰余金 6,642 6,899

自己株式 △156 △156

株主資本合計 14,760 15,017

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 119 205

為替換算調整勘定 61 125

その他の包括利益累計額合計 181 331

少数株主持分 95 104

純資産合計 15,037 15,454

負債純資産合計 44,259 45,370
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 12,502 15,449

売上原価 10,476 12,986

売上総利益 2,026 2,463

販売費及び一般管理費 1,650 1,652

営業利益 376 810

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 11 15

負ののれん償却額 73 73

その他 42 33

営業外収益合計 129 123

営業外費用   

支払利息 38 33

持分法による投資損失 12 12

その他 13 7

営業外費用合計 64 53

経常利益 441 881

特別利益   

固定資産売却益 0 8

特別利益合計 0 8

特別損失   

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 70 －

会員権売却損 － 8

特別損失合計 71 9

税金等調整前四半期純利益 370 880

法人税等 53 323

少数株主損益調整前四半期純利益 316 556

少数株主利益 7 9

四半期純利益 309 547
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 316 556

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △33 86

持分法適用会社に対する持分相当額 19 64

その他の包括利益合計 △13 150

四半期包括利益 303 706

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 296 697

少数株主に係る四半期包括利益 7 9
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 該当事項はありません。  

   

 該当事項はありません。   

   

連結子会社間の合併 

 当社の連結子会社である基礎工業㈱とジャパンパイル基礎㈱は、平成25年５月24日に開催された当社の取締役

会決議に基づき、平成25年10月１日（予定）を効力発生日として両社が合併することに合意の上、合併契約書を

締結いたしました。 

(1）合併の目的 

 ジャパンパイルグループの施工の効率化と品質向上を図るため、コンクリートパイル及び鋼管杭の施工を

行うジャパンパイル基礎㈱を場所打ち杭の施工を行う基礎工業㈱が吸収合併いたします。 

(2）合併の要旨 

① 合併の日程 

合併契約書承認取締役会 

 ジャパンパイル㈱   平成25年５月24日 

 ジャパンパイル基礎㈱ 平成25年５月24日 

 基礎工業㈱      平成25年５月27日 

合併契約書締結日    平成25年５月27日 

合併承認株主総会 

 基礎工業㈱      平成25年６月17日 

 ジャパンパイル基礎㈱ 平成25年６月26日 

合併期日（効力発生日） 平成25年10月１日 

② 合併方式 

 基礎工業㈱を存続会社とし、ジャパンパイル基礎㈱を消滅会社とする吸収合併方式であります。 

③ 合併後の会社の名称 

 ジャパンパイル基礎工業㈱ 

④ 合併に係る割当の内容 

 本合併は当社の100％連結子会社同士の吸収合併であるため、本合併による新株式の発行および資本金

の増加ならびに合併交付金の支払いはありません。 

⑤ 会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）に基づ

き、共通支配下の取引として処理を行う予定であります。 

  

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（追加情報）
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